
 

 

 

 

荒川流域エコネット地域づくり推進協議会（仮称） 

 

今後の進め方について 
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資料４ 
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１．協議会設立後の検討スケジュール（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ワーキング（案）について 

 

 

 

 

 

ワーキングでの検討内容、実施体制（平成 29 年度） 

荒川流域における現状と課題や、目標を実現するための取り組みに関する意見交換 

⇒ ワーキングでの意見を踏まえ、アクションプラン（案）に位置づける具体的な 

取り組みを検討 

参加メンバー：学識経験者、市町（担当課）、埼玉県、国土交通省（河川管理者）等 

平成 30 年度以降の検討体制 

■平成 29 年度の検討状況やワーキングでの意見を踏まえ、必要に応じて「専門部会」や

「地域ワーキング」を設けるなど、より効果的な検討体制の構築について検討する。 

Ｈ２９ 

年度 

荒川流域における「地域づくりの目標」の実現 

推進協議会の設立、アクションプラン（案）の検討 

①第１回推進協議会の開催。 

②荒川流域エリアにおける現状の分析、課題の抽出を行い、当該エリア

の指標種の選定と目標を明確にするための検討を進める。 

③設定した目標を実現するために、具体的な取り組みや実施方法および

役割分担などを検討し、アクションプラン（案）をとりまとめる。 

第１回推進協議会 関係機関ヒアリング 

11 月 11 月～１２月頃

ワーキング 

※必要に応じて複数回開催 

12 月頃～

アクションプランの実行、進行管理 

①毎年度 1 回を基本に、推進協議会を開催。 

②PDCA サイクルにより、アクションプランの進行管理・評価を実施し、

目標の達成状況を確認する。 

③目標の達成状況を踏まえて、必要に応じてアクションプランの内容

や、実施体制の見直しについて検討を行う。 

アクションプランの策定 
①第２回推進協議会にアクションプラン（案）を諮る。 

協議会での意見等を反映し、アクションプランを策定する。 

H30 

年度～ 


